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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 10日 (2006.3.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の コ ン テ ン ツ 生 成 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 法 則 情 報 は 、 音 楽 構 成 情 報 と 上 記 素 材 の 付 加 デ ー タ と 前 記 外 部 情 報 の う ち の 少 な く
と も １ つ 以 上 を 用 い て 、 構 成 処 理 の 内 容 を 指 示 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン
ツ 生 成 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 こ こ で は 記 憶 装 置 部 ３ ０ は １ つ し か 示 し て い な い が 、 い く つ か の 記 憶 装 置 部 （ 記
録 媒 体 ） に 素 材 デ ー タ 記 憶 部 ３ １ 、 素 材 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ 、 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー
ス ３ ３ 、 ア ル ゴ リ ズ ム 実 装 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ４ を 分 散 さ せ て 設 け る よ う に し て も
よ い 。 す な わ ち 、 素 材 デ ー タ 記 憶 部 ３ １ 、 素 材 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ 、 再 構 成 法 則 デ ー
タ ベ ー ス ３ ３ 、 ア ル ゴ リ ズ ム 実 装 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ３ ４ の そ れ ぞ れ を 異 な る 記 憶 装
置 部 （ 記 録 媒 体 ） に 設 け る よ う に し て も よ い し 、 い く つ か を ま と め て 同 じ 記 憶 装 置 部 に 記
憶 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 制 御 部 １ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 、 記 憶 装 置 部 ３ ０ の ア ル ゴ リ ズ ム 実 装 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部
に 記 憶 さ れ て い る ア ル ゴ リ ズ ム を 読 み 出 し て 実 行 し 、 こ の ア ル ゴ リ ズ ム に し た が っ て 素 材
の 属 性 、 入 力 デ バ イ ス ２ ５ か ら の 入 力 情 報 や 生 体 情 報 セ ン サ ２ １ や 環 境 情 報 セ ン サ ２ ３ か
ら の 入 力 情 報 な ど の 外 部 情 報 を 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス と 照 ら し 合 わ せ な が ら 、 素 材 デ ー
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タ 記 憶 部 か ら 必 要 な 素 材 デ ー タ を 抽 出 し 、 こ の 抽 出 し た 素 材 デ ー タ （ 音 声 コ ン テ ン ツ
デ ー タ ） を 上 述 し た ア ル ゴ リ ズ ム や 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ３ の 法 則 情 報 に 基 づ
い て 再 構 成 処 理 す る こ と に よ っ て 新 た な 楽 曲 を 生 成 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 後 述 も す る が 、 デ ー タ ベ ー ス ３ ２ を 介 し て 、 同 じ 付 加 デ ー タ を 有 す る
複 数 の 素 材 デ ー タ を 抽 出 し 、 こ れ を 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ の 法 則 情 報 に し た
が っ て 処 理 す る こ と に よ り 、 新 た な 楽 曲 を 生 成 し 、 こ れ を 再 生 す る こ と も で き る よ う に さ
れ る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 の 再 生 装 置 は 、 自 己 の 記 憶 装 置 部 ３ ０ に 備 え る 多 数 の 素
材 デ ー タ の 中 か ら 必 要 と な る 素 材 デ ー タ を 、 素 材 デ ー タ ベ ー ス ３ ２ や 再 構 成 法 則 デ
ー タ ベ ー ス ３ ３ を 介 し て 抽 出 し 、 こ れ を 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ の 法 則
情 報 や 再 構 成 ア ル ゴ リ ズ ム に 応 じ て 処 理 し 、 新 し い 楽 曲 （ 音 声 コ ン テ ン ツ ） を 生 成 （ 構 成
） し て 、 こ れ を 再 生 す る こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 ス ケ ー ル （ キ ー ） は 、 Ｃ メ ジ ャ ー ス ケ ー ル 、 あ る い は 、 ハ 長 調 、 ニ 長 調 な ど の
楽 曲 の 主 音 の 位 置 に 応 じ て 決 ま る 楽 曲 の 特 性 で あ り 、 コ ー ド は 、 Ｃ 、 Ａ ｍ 、 Ｅ ｍ ７

（ コ ー ド ） で あ る 。 こ れ ら 、 ス ケ ー ル や コ ー ド が 素 材 デ ー タ で あ る 音 声 コ ン テ ン ツ デ
ー タ の 途 中 で 変 化 す る 場 合 に は 、 そ の 変 化 す る 位 置 情 報 ・ 時 間 情 報 （ デ ー タ の 先 頭 か ら の
オ フ セ ッ ト 情 報 ） な ど も 含 め ら れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 テ ン ポ は 、 楽 曲 進 行 の 速 さ で あ り 、 Ｂ Ｐ Ｍ は 、 上 述 も し た １ 分 間 あ た り の 拍 の 数
で あ り 、 ビ ー ト 情 報 は 、 こ こ で は ド ラ ム の リ ズ ム パ タ ー ン （ ド ラ ム パ タ ー ン ） で あ る 。 Ｂ
Ｐ Ｍ の 場 合 、 例 え ば 、 １ 分 間 に １ ２ ０ 拍 で あ る と き に は 、 １ ２ ０ Ｂ Ｐ Ｍ な ど と 表 現 さ れ る
。 ま た 、 リ ズ ム パ タ ー ン と し て 、  バ ス ド ラ ム 、 ス ネ ア ド ラ ム の ア タ ッ ク 音 が 入 る 位 置 情
報 ・ 時 間 情 報 （ デ ー タ の 先 頭 か ら の オ フ セ ッ ト 情 報 ） な ど も 含 め ら れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ２ ） 素 材 デ ー タ と し て の 音 声 コ ン テ ン ツ デ ー タ の 人 物 情 報 に つ い て
　 こ の （ ２ ） の 人 物 情 報 に は 、 作 曲 者 情 報 、 演 奏 者 情 報 、 録 音 者 情 報 、 素 材 グ ル ー プ 情 報
な ど が あ る 。 作 曲 者 情 報 は 、 素 材 デ ー タ を 再 生 す る こ と に よ り 得 ら れ る 旋 律 の 作 曲 者 を 示
す も の で あ る 。 こ の 情 報 は 、 特 定 の 作 曲 者 の 素 材 デ ー タ だ け を 、 新 た な 楽 曲 を 構 成
す る 場 合 な ど に お い て 利 用 可 能 な も の で あ る 。 こ の 作 曲 者 情 報 は 、 主 に は 作 曲 者 の 氏 名 、
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芸 名 、 筆 名 な ど の 作 曲 者 を 特 定 す る こ と が 可 能 な 情 報 で あ る 。 し か し 、 こ れ に 限 る も の で
は な く 、 作 曲 者 が 属 す る グ ル ー プ 名 、 作 曲 者 の 出 身 地 や 活 動 地 域 な ど を 示 す 地 域 情 報 、 作
曲 者 の 年 齢 や 性 別 な ど 、 作 曲 者 に 関 す る 種 々 の 情 報 を 含 ま せ る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う な 感 性 情 報 は 主 観 的 な も の で あ り 、 例 え ば 素 材 デ ー タ の 提 供 者 が 前 も
っ て 設 定 し て お い た 感 性 情 報 （ 値 や 文 字 列 と し て 設 定 さ れ た 感 性 情 報 ） が 、 素 材 デ ー タ を
実 際 に 利 用 す る ユ ー ザ ー に と っ て あ て は ま ら な い 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 感 性 情 報 に つ
い て は 、 素 材 デ ー タ を 利 用 す る ユ ー ザ ー 自 身 が 書 き 換 え で き る よ う に し て お く 。 つ ま り 、
素 材 デ ー タ ベ ー ス ３ ２ の 各 素 材 デ ー タ の 感 性 情 報 を 再 生 装 置 の 入 力 デ バ イ ス ２ ５ を
通 じ て 変 更 で き る よ う に し て お く 。 こ の よ う に し て お く こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ ー の 感 性 に
合 致 し た 感 性 情 報 を 各 素 材 デ ー タ に 対 し て 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 他 の 情 報 と し て は 、 上 述 し た 情 報 以 外 の 種 々 の 情 報 、 例 え ば 、 月 齢 、 匂 い 、 騒 音 レ
ベ ル 、 大 気 汚 染 度 、 周 辺 の 色 な ど の 様 々 な 情 報 が 環 境 情 報 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 素
材 デ ー タ を 再 生 す る こ と に よ り 音 声 が イ ン ド 風 の 旋 律 で あ れ ば 、 匂 い と し て 「 カ レ ー 」 の
環 境 情 報 を 付 加 し て お く な ど の こ と が 考 え ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 再 生 装 置 に お い て は 、 上 述 の よ う な （ １ ） 素 材 デ ー タ と
し て の 音 声 コ ン テ ン ツ デ ー タ の 楽 音 情 報 と 時 間 情 報 、 （ ２ ） 素 材 デ ー タ と し て の 音 声 コ ン
テ ン ツ デ ー タ の 人 物 情 報 、 （ ３ ） 感 性 情 報 、 （ ４ ） 環 境 情 報 、 （ ５ ） 生 体 情 報 が 付 加 デ ー
タ と し て 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ １ に 記 憶 さ れ て い る 各 デ ー タ と 関 連 付 け ら れ て 、
デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ に 記 憶 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ［ 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス の 内 容 ］
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 再 生 装 置 が 受 付 部 ２ ０ を 通 じ て 取 得 す る 各 種 の 外 部 情 報 や
デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ の 付 加 デ ー タ に 基 づ い て 参 照 さ れ 、 新 た な 楽 曲 の 生 成 の た め に 必
要 に な る 情 報 を 提 供 す る 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ３ に 記 憶 保 持 さ れ る 情 報 に つ い
て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ に は 、 後 述 も す る よ う に 、 新 た に 生 成 す る 楽 曲 の ベ
ー ス と な る 楽 曲 構 成 情 報 と 、 必 要 な 素 材 デ ー タ を 抽 出 す る 場 合 の 入 力 キ ー 情 報 と な る 外 部
情 報 と 素 材 デ ー タ に 付 随 す る 付 加 デ ー タ と の 関 係 を 示 す 関 係 情 報 お よ び 外 部 情 報 な ど に 基
づ い て 選 択 可 能 と さ れ る 再 構 成 処 理 内 容 を 示 す 情 報 が 記 憶 保 持 さ れ て い る 。 こ こ で 外 部 情
報 は 、 上 述 も し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 受 付 部 ２ ０ の セ ン サ ２ １ ， ２ ３ や 入 力 デ バ イ
ス ２ ５ を 通 じ て 受 け 付 け た 情 報 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ８ に お い て 、 素 材 番 号 は 、 素 材 デ ー タ 記 憶 部 ３ １ に 記 憶 保 持 さ れ て い る 多 数 の 素 材 デ
ー タ の そ れ ぞ れ に 付 け ら れ て い る 識 別 子 で あ る 。 こ の 識 別 子 に よ っ て 、 素 材 デ ー タ 記 憶 部

に 記 憶 さ れ て い る 多 数 の 素 材 デ ー タ の 内 か ら 目 的 と す る 素 材 デ ー タ を 特 定 す る こ と が
で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ８ に お い て 、 気 温 属 性 、 体 動 属 性 、 時 刻 属 性 、 感 性 属 性 は 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て
用 い ら れ る 外 部 情 報 お よ び 素 材 デ ー タ に 付 随 す る 付 加 デ ー タ で あ る 。 ま た 、 図 ８ に お い て
、 「 Ｎ ／ Ａ （ Not/Applicable） 」 は 、 該 当 デ ー タ 無 し を 意 味 し て い る 。 そ し て 、 生 体
セ ン サ ２ １ 、 環 境 セ ン サ ２ ３ 、 入 力 デ バ イ ス ２ ５ か ら の 外 部 情 報 か ら 得 ら れ る 属 性 情
報 の う ち 、 体 動 属 性 が 「 １ ０ 以 上 」 、 時 刻 属 性 が 「 夜 」 、 感 性 属 性 が 「 静 か な 」 で あ る 場
合 に は 、 素 材 番 号 が １ 番 の 素 材 デ ー タ が 選 択 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 も ち ろ ん 、 属 性 情 報 が 一 致 す る 素 材 デ ー タ は 複 数 存 在 す る 場 合 も あ る の で 、 そ の 中 か ら
他 の 外 部 情 報 な ど に 基 づ い て 用 い る 素 材 デ ー タ を 絞 り 込 ん だ り 、 ま た 、 素 材 デ ー タ ベ ー ス
記 憶 部 ３ ２ の 他 の 付 加 デ ー タ か ら 素 材 デ ー タ を 選 択 し た り す る こ と も 行 わ れ る 。 例 え ば 、
ベ ー ス と な る 楽 曲 構 成 情 報 が ロ ッ ク 調 の も の で あ る 場 合 に は 、 例 え ば 、 日 本 民 謡 な ど の ジ
ャ ン ル の 異 な る 素 材 デ ー タ は デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ の 該 当 デ ー タ に 基 づ い て 選 択 し
な い よ う に す る こ と が で き る よ う に さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
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　 ［ 新 た な 楽 曲 の 生 成 処 理 ］
　 次 に 、 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ る こ の 実 施 の 形 態 の 再 生 装 置 に お い て 、 新 た な 楽 曲 を 構
成 す る 場 合 の 動 作 に つ い て 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 上 述 も し た よ
う に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 再 生 装 置 は 、 携 帯 型 の 音 声 再 生 装 置 で あ り 、 例 え ば 屋 外 で 使 用 さ
れ て い る も の と す る 。 こ の 場 合 、 天 気 は 晴 天 で あ り 、 こ の 再 生 装 置 の ユ ー ザ ー は 、 元 気 よ
く 歩 い て い る も の と す る 。 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 の 再 生 装 置 は 、 環 境 セ ン サ ２ ３ と し
て 、 気 温 セ ン サ 、 加 速 度 セ ン サ を 内 蔵 し て い る も の と す る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 １ 人 以 上 の 作 曲 者 を 指 定 し て 、 新 た な 音 声 コ ン テ ン ツ を 生 成 し よ う と す る 場 合
に は 、 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ の 情 報 を 参 照 し て 、 指 定 さ れ た １ 人 以 上 の 作 曲 者 の 素
材 デ ー タ を 抽 出 し 、 こ れ を 用 い て 新 た な 音 声 コ ン テ ン ツ を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。 ま
た 、 セ ン サ ２ １ 、 ２ ３ か ら の 外 部 情 報 や 入 力 デ バ イ ス ２ ５ を 通 じ て 受 け 付 け た ユ ー ザ ー か
ら の 指 示 入 力 に 基 づ い て 、 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ２ を ア ク セ ス し 、 必 要 に な る 素 材 デ
ー タ を 抽 出 し 、 こ れ を 用 い て 新 た な 音 声 コ ン テ ン ツ を 生 成 す る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 ３ ３ と デ ー タ ベ ー ス ３ ２ と の う
ち の い ず れ か 一 方 を 用 い る こ と に よ っ て 、 新 た な 音 声 コ ン テ ン ツ を 生 成 す る こ と が 可 能 で
あ る 。 こ の 場 合 、 ど の よ う な 楽 曲 を 新 た に 生 成 す る の か を 決 め る た め の 重 要 な 情 報 で あ る
楽 曲 構 成 情 報 に つ い て は 、 再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る も の を 用
い る よ う に し て も よ い し 、 入 力 デ バ イ ス ２ ５ を 通 じ て 、 ユ ー ザ ー か ら の 指 示 入 力 に 応 じ た
楽 曲 構 成 情 報 を 用 い る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ９ 】
　 １ ０ … 制 御 部 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） １ １ 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Random Access Mem
ory） １ ２ 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Read Only Memory） １ ３ 、 ２ ０ … 受 付 部 、 ２ １ … 生 体 セ ン サ 、
２ ２ … Ａ ／ Ｄ 変 換 部 、 ２ ３ … 環 境 セ ン サ 、 ２ ４ … Ａ ／ Ｄ 変 換 部 、 ２ ５ … 入 力 デ バ イ ス
、 ３ ０ … 記 憶 装 置 部 、 ３ １ … 素 材 デ ー タ 記 憶 部 、 ３ ２ … 素 材 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 、 ３ ３ …
再 構 成 法 則 デ ー タ ベ ー ス 記 憶 部 、 ３ ４ … ア ル ゴ リ ズ ム 実 装 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 、 ４ ０ … 表 示
装 置 部 、 ５ ０ … 出 力 部 、 ５ １ … 音 声 出 力 装 置 部 、 ５ ２ … Ｄ ／ Ａ 変 換 部
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